
商品の環境ブランディング 企業価値の向上 事業機会の拡大

当協会は、国際MRA及びMLA対応のASNITE認定事業者です。
[ 認定識別 ASNITE 0135 Product ]

■エコマークの基本データ
■環境ラベルによる３つのマーケティング効果
■エコマークの認知度／信頼度
■エコマークのマーケティング効果



1※出典:『エコマーク認定商品によるCO2 削減効果の推計結果（概要）』2015年12月(公益財団法人日本環境協会)
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最大化

認知度 信頼度

80.6％ 86.0％

出典:『エコマーク表示に関するイメージ等調査結果』2021年4月(公益財団法人日本環境協会)

環境ラベルのマーケティング効果

SDGsやESGへのコミットメント

事 業 機 会 の 拡 大

企 業 価 値 の 向 上

商品の環境ブランディング

環境ラベルのマーケティング効果

環境配慮商品として認知

公共調達の対象、消費行動



出典:『エコマーク表示に関するイメージ等調査結果』2021年4月(公益財団法人日本環境協会) 3
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消費者の8割が、エコマークが環境に配慮された

商品につけられるマークであることを知っています。

さらに、消費者の9割近くが、エコマークが表示さ

れていると、信頼のおける機関から認定された商

品だと感じると回答しています。

高い認知度、理解度および信頼度があるからこ

そ、エコマークを取得することによって貴社の環境

配慮型商品のブランディングの確立に役立てるこ

とができます。
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出典:『エコマーク表示に関するイメージ等調査結果』2021年4月(公益財団法人日本環境協会)

環境問題に積極的に取り組んでいる

企業イメージが良い

商品が信頼できる

環境保全とビジネスが両立している
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40.9％

21.4％

20.6％
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（2025年３月現在）
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【判断の基準】
〇次のいずれかの要件を満たすこと。
①次のア若しくはイのいずれかの要件並びにウ及びエの要件を満
たすこと。
ア. 植物を原料とするプラスチックであって環境負荷低減効果

が確認されたものが、プラスチック重量の25％以上使用されてい
ること。
イ. 再生プラスチックがプラスチック重量の40％以上使用され

ていること。
ウ. 上記ア又はイに関する情報が表示されていること。
エ. プラスチックの添加物として充填剤を使用しないこと。
②エコマーク認定基準を満たすこと又はこれと同等のものである
こと。



エコマーク取得相談/
お問合せ先

詳しい情報は、エコマークウェブサイトの

認定の対象分野、申請方法をご覧ください。

オンラインによるエコマーク取得相談

お問合せ

エコマーク取得に関するご相談など、エコマーク事務局員がオンライン会議で
お答えします。お気軽にご利用ください。

[基準・認証課] TEL03-5829-6284 e-mail: sinsei@ecomark.jp

エコマーク申請全般、新規商品類型提案、既存商品類型見直しについての提案

[事業推進課] TEL03-5829-6286 e-mail: kouhou@ecomark.jp

広報・取材協力、国際協力、GEN

[契約・監査課] TEL03-5829-6286 e-mail: keiyaku@ecomark.jp

エコマーク使用契約、料金、不正使用等の防止、現地監査、試買テスト

詳しくは「オンライン取得相談」をご覧ください。


